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平成２３年９月２日（金） 

６校時 図書室 

授業者 青山 将 

１〄 主題 異文化理解って？～『青年海外協力隊活動を通して見た世界』～ 

２〄 資料 H１７年度２次隊 セントビンセント（理数科教師）青山隊員 活動記録（パワーポイント） 

     派遣国の各種写真、思い出の現地の品（コンク貝、サンゴ礁の砂、ラスタマンの髪などなど） 

３〄 教材 ワークシート 

４〄 本時のねらい 

々世界中に私たちと異なる環境や文化々言語で生活する人々がいることを知る。 

 々青山の異文化生活経験談を聞いてこれから始まる『国際異文化交流』へのモチベーションをあげる。 

５〄 本時の展開 

過程 時配 主な発問（●）と学習内容々活動（◆） ○支援  ☆留意点  ◎評価 

 

導 

入 

 

 

３ 

 

●「この写真の女の子。どこの国の子かな？」 

青山が現地での活動中に撮った一枚。田舎の村に

いた〃とても澄んだ瞳の少女。 

☆途上国の子どもの

写真を持たせ、これか

らの交流に向けての気

持ちを高める。 
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◆これから途上国の人々と交流していくことを知る。 

 ワークシートに組氏名を記入。 

 

◆途上国について、途上国と日本の関わり、青年海

外協力隊活動について知る。 

 

◆話を聞きながら、ワークシートを作成していく。 

 ＜話の内容＞ 

① 途上国②国際協力③日本と途上国 

④青山の派遣国（文化々食べ物々言葉々人種々生活々

学校）⑤青山の現地での葛藤⑥途上国から学んだこ

となど 

 

 

◆パワーポイントでの話終了後、ワークシートを完成さ

せ、アンケート記入。 

☆全員が資料の世界に入っていきやすいよう

に暗幕、電気、音量、声の大きさに気を配る。 

 

○パワーポイントを用いて、青山の青年海外

協力隊活動での経験を説明する。 

 

☆青山が途上国で感じた、日本との違いや苦

労、楽しかったこと嬉しかったことなど写真や映

像と共に伝える。 

☆生徒たちの驚きや、つぶやきを必ず拾い共

感する雰囲気を演出する。 

☆現地で使っていたものや、現地にしかない物

など実物を手で触らせたりする。 

☆ワークシート作成中は、これからどのような

交流をしていくのか〃少しずつ情報提供を行う。

次時への期待感を持たせながら〃生徒たちの

モチベーションを高める。 

 

 

ま 

と 

め 

 

４ 

 

６ 

●「アルゼンチン々ベトナム々バングラデッシュ々アフガニ

スタン々モザンビークで活躍する隊員や日本人の皆さ

んが〃三和中学校の国際異文化交流に協力してくれ

ることになりました。」 

◆今日の授業アンケートを記入する。 

☆最後に、交流国の発表を行う。 

 

 

☆授業アンケートにどの国と交流したいか書

き。希望調査をとり次時の班分けにつなげる。 

 

『第１回 国際異文化交流プロジェクト』 学習指導案 
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